
場
合
に
は
、
被
害
の
軽
減
や
最
小
化
を
は
か
る
た
め
に
全
組
織
を
あ

げ
て
対
応
す
べ
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
、
危
機
管
理
の
基
本

理
念
と
し
た
。
教
育
・
研
究
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
運
営
全
体

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
事
態
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に

対
処
す
る
た
め
、
管
理
責
任
や
安
全
配
慮
面
で
の
整
備
に
最
大
の
関

心
を
は
ら
い
、
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
前

提
条
件
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、
本
学
で
は

次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
と
し
た
。
①
危
機
管
理
組
織
の

立
ち
上
げ
、
②
リ
ス
ク
の
識
別
、
③
リ
ス
ク
の
評
価
、
④
リ
ス
ク
の

対
応
、
⑤
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
策
定
、
⑤
危
機
管
理
体
制
に

関
す
る
教
育
・
訓
練
、
で
あ
る

危
機
管
理
委
員
会
の
設
置

学
内
に
危
機
管
理
委
員
会
（
危
機
管
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）

が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
体
制
整
備
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
委
員
会
の

長
は
、
担
当
理
事
・
副
学
長
で
あ
る
。
学
内
で
意
思
決
定
の
で
き
る

理
事
を
長
に
お
く
こ
と
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
に
よ
る
対
策
組
織
の

立
ち
上
げ
や
危
機
へ
の
迅
速
な
対
応
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

危
機
管
理
委
員
会
で
は
、
危
機
管
理
の
概
念
と
危
機
対
応
に
関
す

る
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
認
す
る
作
業
か
ら
と
り
か
か
っ
た
。
大

学
を
と
り
ま
く
危
機
と
は
何
か
、
危
機
的
状
況
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う
な
基
本
的
な
対
応
を
す
る
の
か
、

そ
の
た
め
の
危
機
管
理
体
制
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
危
機
管
理
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
危
機
管
理
室

の
設
置
、
危
機
対
策
の
立
案
、
教
職
員
の
危
機
意
識
の
向
上
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ス
ク
の
識
別
（
R
isk
Id
en
tifica

tio
n
）

リ
ス
ク
管
理
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ま
ず
学
生
・
教
職
員
等
が
関

わ
る
リ
ス
ク
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
想
定
す
る
、
い
わ

ゆ
る

�リ
ス
ク
の
洗
い
出
し

�を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス
ク
を
可
能
な
限

り
洗
い
出
す
作
業
で
あ
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
出
発
点
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
で
は
、
広
範
に
わ
た
る
リ
ス
ク
全
体
に

網
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
リ
ス
ク
の
全
体
像
を
識

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

リ
ス
ク
の
種
類
は
、
学
生
教
職
員
に
関
わ
る
も
の
、
施
設
設
備
に

関
す
る
も
の
、
組
織
の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
等
、
実
に
多
岐
に
わ

た
る
。
そ
れ
ら
を
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
て
み
る
と
、
膨
大
な
数
・
種
類
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リ
ス
ク
と
は
、
あ
る
行
動
や
現
象
に
伴
っ
て
、
あ
る
い
は
行
動
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
険
に
遭
う
可
能
性
や
危
害
・
損
失
・

支
障
・
不
利
益
等
を
受
け
る
可
能
性
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
ま

た
、
リ
ス
ク
管
理
と
は
リ
ス
ク
を
組
織
的
に
管
理
制
御
し
、
危
害
・

損
失
な
ど
を
防
止
・
回
避
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
軽
減
等
を
は
か
る
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。
大
学
は
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
と
い
う
三
つ
の

大
き
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
が
最
大
の
効
果
を
も
た

ら
す
た
め
に
リ
ス
ク
管
理
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

一
橋
大
学
に
お
け
る
全
学
的
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
の
例
を
紹
介

し
な
が
ら
、
学
生
教
職
員
の
海
外
派
遣
、
と
り
わ
け
派
遣
留
学
や
海

外
研
修
等
に
か
か
わ
る
海
外
危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
、
リ
ス
ク
管

理
に
お
け
る
大
学
の
役
割
と
は
な
に
か
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

危
機
管
理
の
基
本
方
針

本
学
で
は
、
危
機
管
理
の
対
象
と
な
る
事
態
・
事
象
を
、
「
①
教

育
研
究
活
動
お
よ
び
業
務
運
営
に
関
す
る
重
大
な
事
態
、
②
学
生
、

教
職
員
及
び
近
隣
住
民
等
の
安
全
に
関
す
る
重
大
な
事
態
、
③
施
設

管
理
上
の
重
大
な
事
態
、
④
社
会
的
影
響
の
あ
る
重
大
な
事
態
、
⑤

そ
の
他
の
全
学
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
態
で

あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
態
の
発
生
の
可
能

性
を
事
前
に
察
知
し
、
発
生
を
予
防
し
、
ク
ラ
イ
シ
ス
が
発
生
し
た
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リ
ス
ク
管
理
体
制
の
構
築

～
海
外
危
機
管
理
の
例
～

服
部

誠
（
一
橋
大
学
国
際
戦
略
本
部
総
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）



学
内
の
全
部
局
が
こ
の
作
業
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
は
次

の
よ
う
に
な
る
。

リ
ス
ク
の
対
応
（
R
isk

T
rea

tm
en

t）

リ
ス
ク
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
も
と
に
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
を
決
定
す
る

作
業
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
危
機
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
分

析
結
果
に
基
づ
い
て
、
大
型
地
震
に
対
す
る
危
機
管
理
お
よ
び
海
外

危
機
管
理
を
、
優
先
順
位
の
高
い
も
の
と
位
置
づ
け
、
リ
ス
ク
対
応

策
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、

海
外
危
機
管
理
の
み
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
）

近
年
、
大
学
に
お
け
る
学
生
国
際
交
流
や
教
職
員
の
海
外
派
遣
は

従
来
に
も
ま
し
て
活
発
化
し
て
い
る
。
一
方
、
海
外
に
お
け
る
様
々

な
危
機
お
よ
び
危
機
的
状
況
の
発
生
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
然
災

害
、
国
際
テ
ロ
、
感
染
症
、
犯
罪
、
交
通
事
故
、
異
文
化
適
応
を
は

じ
め
と
す
る
不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
は
、
大
学
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
危
機
管
理
委
員
会
で
は
、
大

学
が
企
画
す
る
様
々
な
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
関
し
て
、
危
機

レ
ベ
ル
別
の
対
応
策
を
考
案
し
た
。
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表２ 危機レベル別の対応（例）

の
リ
ス
ク
が
浮
か
び
あ
が
る
。
そ
の
た
め
、
便
宜
的
に
五
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

災
害
危
機

：

地
震
・
風
水
害
・
気
象
災
害
・
火
災
・
爆
発
・
交

通
運
輸
事
故
…

環
境
危
機

：

水
質
汚
染
・
地
球
温
暖
化
被
害
・
化
学
物
質
汚
染
・

生
物
災
害
…

健
康
危
機

：

食
品
衛
生
・
感
染
症
・
疾
病
疾
患
・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
・
異
文
化
適
応
…

組
織
危
機

：

経
営
危
機
・
組
織
体
制
崩
壊
・
権
利
侵
害
、
教
育

研
究
活
動
の
停
滞
支
障
…

社
会
危
機

：

テ
ロ
・
暴
動
・
麻
薬
・
銃
犯
罪
・
強
盗
窃
盗
・
暴

力
行
為
・
ス
ト
ー
カ
ー
・
セ
ク
ハ
ラ
・
個
人
情
報

漏
洩
・
知
財
侵
害
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
・
差
別
偏
見
…

リ
ス
ク
の
評
価
（
R
isk

A
ssessm

en
t）

次
に
、
洗
い
出
し
た
リ
ス
ク
を
分
析
し
、
各
々
の
リ
ス
ク
の
発
生

の
可

能
性
（
P
ro
b
a
b
ility
）
や
リ
ス
ク
の
衝
撃
の
大
き
さ
（
Im
-

p
a
ct）
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
識
別
し
た
リ
ス
ク
を
ベ
ー
ス
に
、

リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
想
定
し
て
、
個
別
の
リ
ス
ク
を
数
値
化
す
る
な

ど
す
る
作
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
危
機
・
脅
威
の
衝
撃
は
ど
れ
く

ら
い
拡
大
す
る
か
、
そ

の
水
準
や
規
模
は
ど
の

程
度
か
、
危
機
発
生
時

に
行
政
や
メ
デ
ィ
ア
の

分
析
や
対
応
を
ど
の
程

度
と
予
想
す
る
か
、
危

機
発
生
に
よ
り
通
常
業

務
に
ど
の
よ
う
な
支
障
・

停
滞
を
き
た
す
か
、
危

機
発
生
に
よ
る
経

済

的
・
人
的
な
負
担
は
ど

う
か
、
危
機
発
生
に
よ

り
社
会
的

評
価
や
イ

メ
ー
ジ
が
ど
れ
く
ら
い

下
降
す
る
か
等
を
は
か
っ

た
。
評
価
に
は
、
リ
ス

ク
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
手
法

（
衝
撃
度
・
発
生

確
率

を
三
段
階
で
評
価
し
、

加
算
法
で
計
算
）
を
用

い
て
行
う
こ
と
と
し
、
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表１ リスクマッピング（例）



部
に
は
、
「
学
生
家
族
担
当
」
、
「
情
報
収
集
現
地
派
遣
担
当
」
、
「
渉

外
手
配
担
当
」、「
広
報
メ
デ
ィ
ア
担
当
」、「
総
務
経
理
担
当
」
の
五

つ
の
班
別
グ
ル
ー
プ
を
置
き
、
各
々
の
役
割
に
応
じ
た
危
機
対
策
に

あ
た
る
こ
と
に
し
た
。

リ
ス
ク
管
理
体
制
を
万
全
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
対
策
組
織
だ
け
で
は
実
効
性
が
な
い
。
教
育
や
訓
練
を
通
じ
て
、

は
じ
め
て
組
織
の
構
成
員
の
危
機
意
識
が
統
一
さ
れ
、
危
機
管
理
体

制
の
形
骸
化
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ

と
だ
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
危
機
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
、
ク

ラ
イ
シ
ス
は
常
に
想
定
外
の
場
所
で
、
想
定
以
上
の
規
模
で
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を

通
し
て
、
教
職
員
の
危
機
対
応
力
や
応
用
力
を
向
上
さ
せ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

海
外
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
留
学
・
研
修
等
で
海

外
に
渡
航
し
て
い
る
学
生
に
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
緊
急

事
故
対
策
本
部
を
ど
う
設
置
す
る
か
、
事
故
処
理
は
ど
う
す
べ
き
か
、

家
族
や
関
係
者
へ
の
対
応
は
、
マ
ス
コ
ミ
対
策
は
ど
う
か
等
を
模
擬
的

に
体
験
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
学
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
た
め
の
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
体
制
の
問
題
点
や
改
善
点
が
明
確

化
し
、
継
続
的
な
体
制
整
備
の
必
要
性
を
実
感
で
き
る
。
本
学
で
は
、

本
格
的
な
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
（
一
橋
大
学
が
夏
期
に
実
施
予
定
の
米

国
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
事
故
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
担
当
者
が
事

故
発
生
の
第
一
報
を
入
手
し
た
直
後
か
ら
シ
ナ
リ
オ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
）
を
学
長
・
副
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
五
〇
人
ほ
ど
で
体

験
し
た
。
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
初
期
対
応
お
よ
び
メ

デ
ィ
ア
対
応
を
中
心
に
し
た
事
故
対
応
の
模
擬
体
験
は
、
組
織
と
人

の
動
き
を
検
証
す
る
う
え
で
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
本
学
に
お
け
る
海
外
危
機
管
理
体
制
の
概
略
で
あ
る
が
、

リ
ス
ク
管
理
と
は
、
あ
る
種
の
不
確
実
性
を
扱
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

一
〇
〇
％
完
璧
な
も
の
は
あ
り
え
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
不

断
の
体
制
整
備
が
必
至
と
な
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
範
囲
が
広
範
で

あ
る
た
め
、
全
組
織
を
あ
げ
て
の
人
的
財
的
な
対
応
措
置
が
欠
か
せ

な
い
。
大
学
と
い
う
組
織
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
も
の
を
、
そ
の
発

生
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
段
階
か
ら
予
防
し
、
も
し
発
生
し
た
場

合
に
は
そ
の
被
害
を
最
小
化
す
る
よ
う
、
全
学
的
な
対
応
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
お
い
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

特集・危機管理

大学と学生 2008.919

海
外
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
お
よ
び
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
策
定

対
応
策
の
基
本
と
し
て
手
が
け
る
べ
き
も
の
に
危
機
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
が
あ
る
。
た
だ
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
心
主
義
に
陥
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
同
時
に
、
危
機
管
理
対
応
組
織
の

立
ち
上
げ
に
も
着
手
し
、
危
機
管
理
の
プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化
を
は
か
っ

た
。
さ
ら
に
は
教
育
・
訓
練
に
よ
る
緊
急
対
応
の
模
擬
的
な
体
験
を

行
う
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
教
育
・
訓
練
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
教

職
員
の
間
で
危
機
意
識
を
共
有
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

危
機
管
理
室
を
中
心
に
し
て
策
定
し
た
「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
は
、
大
学
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
す
る
学
生
・
教
職

員
に
配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、
出
発
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
危

機
対
策
に
か
か

わ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
も

活
用
す
る
。
（

両
者
と

も
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
）

海
外
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

h
ttp://w

w
w
.h
it-u

.ac.jp/in
tl-strat/n

ew
s/2007/pdf/20070522.pdf

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

http://w
w
w
.hit-u.ac.jp/ryugaku/oversea_edu/pdf/safety_handbook.pdf

危
機
管
理
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ン
の
提
供

実
際
に
派
遣
留
学
や
海
外
研
修
で
海
外
に
で
か
け
る
学
生
に
つ
い
て

は
、
事

前
の
危
機
管
理
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。
派
遣
学

生
の
危
機
意
識
を
高
め
、
危
機
対
応
が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
、
渡
航

前
の
学
生
は
全
員
が
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
危
機
意
識
の
持
ち
方
、
危

険
情

報
の
収
集
、
危
機
対
応
の
方

法
、

異
文
化

適
応
、
緊
急
事

態
へ
の
対

応
な
ど
を
ケ
ー
ス
ご
と
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

事
故
対
策
組
織
の
立
ち
上
げ

ど
ん
な
に
事
前
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
も
、
ク
ラ
イ

シ
ス
の
発
生
は
簡
単
に
避
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
事

件
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
す
み
や
か
に
対
応
で
き
る
初
動
体
制
の

立
ち
上
げ
が
必
須
と
な
る
。
緊
急
事
態
の
発
生
時
に
は
、
危
機
の
特

性
や
状
況
の
時
々
刻
々
の
変
化
に
応
じ
て
、
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応

で
き
る
組
織
が
不
可
欠
で
あ
る
。
同
時
に
、
日
常
業
務
に
支

障
を
き

た
さ
な
い
た
め
の
体
制
維
持
を
視
野
に
い
れ
た
対
応
も
必
要
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
危
機
管
理
室
は
学
内
に
事
故
対
策
本
部
を
緊
急

に
設
置
し
、
直
ち
に
対
策
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
策
本

特集・危機管理
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